
　

令和４(2022)年度新規林業就業者に関する調査結果について

環境森林部林業木材産業課

令和５（2023）年６月16日

調査方法等
○令和４（2022）年度に雇用されて30日以上森林作業に従事した者を、令和５（2023）年４月１日現在

で調査

○調査対象は、栃木県木材業者登録者のうち、素材を生産（立木を伐採、造材、搬出）する林業経

営体とし、個別に聞き取り調査（調査数113社、うち回答数104社）

〇 新規林業就業者は67人（対前年度比10人増、118％）、うち新卒者は14人（対前年度比６人増、175％）

〇 年齢別区分では、20代が最も多く、平均年齢は35歳

〇 就業前の状況は、製造業（12人）、建設業（10人）、サービス業（８人）等、多様な職種からの就業が見られる。
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【図１】新規林業就業者の推移
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【図２】 新規林業就業者の年齢別区分
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※（ ）は女性内数
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【図３】 新規林業就業者の就業前の状況

※他県で林業に就業していた者


